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一 

 



 

現
在
の
日
本
に
は
高
速
交
通
体
系
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
空
白
地
域
が
散
在
し
、
こ
う
し
た
地
域
で

は
経
済
、
社
会
、
文
化
の
面
で
他
と
の
格
差
が
目
立
つ
て
い
る
。
例
え
ば
航
空
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
空
白
地

域
が
全
国
的
に
見
ら
れ
、
そ
の
居
住
人
は
四
千
万
人
弱
と
推
定
さ
れ
る
。 

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
に
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
に
関
心
を
持
つ
地
方
自
治
体
が
、「
全
国
地
域
航
空
シ
ス
テ
ム
推

進
協
議
会
」
を
結
成
し
て
各
種
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
各
地
で
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ 

こ
の
よ
う
な
地
域
に
居
住
す
る
人
々
の
生
活
の
安
定
と
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
併
せ
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
に
資
す
る
た
め
に
は
、
総
合
交
通
体
系
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
非
常
に
高
い
機

能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
空
白
地
域
を
埋
め
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
地
域
開
発
、
地
域
振
興
の
手
段

と
し
て
も
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
が
注
目
さ
れ
、
近
年
全
国
的
に
要
望
が
高
ま
つ
て
い
る
。 
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三 

 



 

れ
て
い
る
。 

一
方
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
民
間
活
用
の
発
揮
、
推
進
に
資
す
る
よ
う
公
的
関
与
に
つ
き
必
要
な
是
正

を
図
る
た
め
、
規
制
行
政
の
緩
和
に
対
応
し
て
所
要
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

更
に
、
昨
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
四
全
総
長
期
展
望
作
業
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
も
と
に
、
国
土
庁
が
地

方
自
治
体
か
ら
意
向
聴
取
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
の
導
入
に
対
す
る
要
望
が
全
都
道
府
県
・
政

令
指
定
都
市
五
十
七
団
体
の
う
ち
、
三
十
団
体
（
全
体
の
五
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
出
さ
れ
た
。 

ま
た
、
政
府
は
内
需
拡
大
、
経
済
摩
擦
の
解
消
の
観
点
か
ら
、
欧

米

の

小
・
中

型

機

、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
購

入
、
活
用
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
運
行
を
厳
し
く
規
制
し
た
現
行
規
定
が
、
そ
の
導
入
、
活
用
を
阻
害

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

従
つ
て
政
府
は
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
に
対
す
る
全
国
的
な
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
ま
た
政
府
の
方
針
と
の
矛

盾
を
解
消
す
る
う
え
で
も
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

四 

 



 

四 

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
を
導
入
す
る
場
合
、
限
ら
れ
た
空
域
を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
空
域
・
運
航
管
制
シ
ス

テ
ム
の
改
善
又
は
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
技
術
的
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

五 

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
事
業
は
、
事
業
目
的
に
よ
り
一
般
に
経
営
が
困
難
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に

需
要
の
少
な
い
離
島
・
辺
地
路
線
で
は
採
算
が
困
難
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
う
し
た
路
線
で
は
地
域
振
興
の
観 

三 

具
体
的
に
い
つ
て
、
第
五
次
空
港
整
備
計
画
に
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
用
の
空
港
の
建
設
が
含
ま
れ
る
可
能
性

は
あ
る
か
。 

一 

現
在
、
策
定
作
業
中
の
四
全
総
の
高
速
交
通
体
系
に
お
い
て
、
航
空
、
特
に
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
を
ど
う
位

置
付
け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
か
。 

二 

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
の
導
入
に
当
た
つ
て
は
、
航
空
政
策
、
空
港
整
備
計
画
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
見
解
を
質
し
た
い
。 

よ
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

六 

助
成
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
現
行
制
度
で
は
近
距
離
路
線
の
運
航
コ
ス
ト
に
占
め
る
通
行
税
や
航
空
機
燃
料

税
等
の
公
租
公
課
の
割
合
が
大
き
い
が
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
の
育
成
・
推
進
の
た
め
に
、
課
税
廃
止
及
び
負

担
の
軽
減
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。 

八 

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
の
需
要
を
開
拓
す
る
に
は
、 

七 

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
事
業
に
お
け
る
航
空
機
の
導
入
に
は
、
一
時
に
巨
額
の
資
金
を
必
要
と
し
、
そ
の
償
却
期
間

も
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
長
期
か
つ
低
利
の
安
定
し
た
資
金
の
確
保
が
不
可
欠
の
も
の
と
な
つ
て
い
る
。 

点
か
ら
何
ら
か
の
助
成
策
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。 

２ 

定
期
航
空
と
の
乗
り
継
ぎ
通
し
運
賃
を
導
入
す
る
こ
と 

１ 

首
都
圏
、
関
西
圏
を
は
じ
め
千
歳
空
港
等
の
主
要
空
港
へ
の
乗
り
入
れ
を
認
め
、
幹
線
・
主
要
ロ
ー
カ
ル

線
と
の
乗
り
継
ぎ
を
容
易
に
す
る
こ
と 

従
つ
て
、
財
政
投
融
資
計
画
に
基
づ
く
融
資
制
度
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

 



 

九 

二
地
点
間
旅
客
輸
送
事
業
に
関
す
る
現
行
の
承
認
要
件
は
、
実
情
に
合
わ
な
く
な
つ
て
き
て
い
る
た
め
全
般

的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。 

十
一 

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
は
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
輸
送
の
み
な
ら
ず
、
災
害
応
急
対
策
や
、
緊
急
医
療
、
産
業
等

の
面
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
公
共
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
官
民
合
わ
せ
て
三
ヵ
所
し
か
な
い
現
状
で
あ
り
、
全 

十 

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
の
導
入
を
、
地
域
的
条
件
に
適
合
さ
せ
、
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
固
定
翼

機
の
運
用
だ
け
で
な
く
、
最
近
技
術
的
に
信
頼
性
の
高
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
、
地
域
産
業
、
緊
急
用
等
と
の
複

合
利
用
を
含
め
、
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
航
空
法
規
等
の
是
正
を
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か
。 

特
に
、
不
定
期
航
空
会
社
の
事
業
参
入
を
規
制
し
て
い
る
事
業
者
の
要
件
や
、
使
用
機
種
の
制
限
、
運
航
方

式
、
客
室
乗
務
員
の
配
置
等
に
つ
い
て
規
制
緩
和
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
認
め
る
考
え
は
あ
る
か
。 

七 

 



 

 

八 

国
的
配
置
を
早
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

１ 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
進
入
区
域
の
長
さ
、
進
入
及
び
転
移
表
面
等
の
基
準
が
欧
米
に
比

べ
厳
し
い
規
制
と
な
つ
て
い
る
た
め
設
置
し
に
く
く
な
つ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
米
国
並
み
に
設
置
基
準

を
改
善
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

２ 

現
在
、
国
土
庁
、
運
輸
省
、
建
設
省
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
計
画
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
調
整
し
、
適
正
配
置
の
早
期
実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
を
控
え
、

対
処
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

３ 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
利
点
を
生
か
し
、
そ
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
都
心
部
に
お
け
る
河
川
敷
地
、
屋
上

等
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
の
た
め
の
河
川
敷
地
の
利
用
方
針
及
び
屋
上

利
用
の
た
め
の
建
築
基
準
等
に
つ
い
て
具
体
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


